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「国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭」いよいよ開幕！ 

 

 

 「第 33 回国民文化祭・おおいた 2018、第 18 回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」

の会期中、中津市ではリーディング事業「なかつ水灯り 2018」および３つの分野別事業を

開催します。新たなアート事業の創造と多彩な分野別事業の実施を通じて、歴史と文化の

香るまち中津の魅力を発信するとともに、地域の活性化と芸術文化を担う人材の育成につ

なげます。 

※リーディング事業とは、各市町村の核となるメイン事業 

 

■リーディング事業「なかつ水灯り 2018」 

中心市街地と耶馬溪地域において、髙橋匡太氏によるライティングプロジェクトを行う

とともに、中山忠彦氏、北村直登氏、「国東時間」の企画展や障がい者アート作品展を巡り

ながら、まちあるきを楽しめる「まちなかアートプロジェクト」を開催します。 

会期：10 月 6 日（土）～11 月 25 日（日） 

開会式：10 月 6 日（土）10 時～ 小幡記念図書館研修室（「障がい者アート作品展」会場） 

※開会式終了後、各会場をご案内します 

 

○髙橋匡太によるライティングプロジェクト・・・（別紙①参照） 

「Moon River」 

会期：10 月 6 日（土）～11 月 25 日（日） 点灯時間：17 時～22 時 

会場：日ノ出町商店街、新博多町商店街 

「耶馬溪ライトアップ（新・一目八景）」 

 会期：11 月 10 日（土）～11 月 18 日（日） 点灯時間：17 時～22 時 

 会場：一目八景展望台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Moon River」展示イメージ 「耶馬溪ライトアップ」イメージ 

～概要～ 

 

～事業内容～ 
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○まちなかアートプロジェクト 

 会期：10 月 6 日（土）～11 月 25 日（日） 時間：9 時～17 時 火曜日休館 

「障がい者アート作品展」 会場：小幡記念図書館研修室 無料・・・（別紙②参照） 

「中山忠彦展－美の追求－」 会場：木村記念美術館 有料（一般 200 円、中学生以下無料） 

「国東時間のモノつくり－ヒトノカタチモノノイロ－」会場：南部まちなみ交流館 無料 

「北村直登＋ATELIER WORKS」 会場：商店街空き店舗（旧ナガト楽器）無料 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■分野別事業 

○九州人形芝居フェスティバル 

九州各地の伝統芸能の人形芝居・浄瑠璃団体が一堂に。人形浄瑠璃文楽の上演や人形作

家（人形美術協会）による創作人形展示も同時開催します。 

日時：10 月 21 日（日）10 時～17 時 ※創作人形展示は、10 月 20 日、21 日の土日開催 

会場：中津文化会館 入場料：500 円 

 

○小倉百人一首競技かるた全国大会 

百人一首競技かるたの全国大会として、各県対抗の団体戦を開催。約 400 名の選手が、

トップレベルの戦いを繰り広げます。 

日時：10 月 27 日（土）8 時 30 分～19 時  10 月 28 日（日） 8 時 30 分～17 時 

会場：ダイハツ九州アリーナ 入場無料 

 

○ミュージカル「山国川奇譚 鶴市愛歌」 

 山国川流域に伝わる「八幡鶴市神社縁起」のお鶴と市太郎母子の物語を、市民参加型の

オリジナルミュージカルとして上演します 

日時：11 月 18 日（日）14 時～16 時  

会場：中津文化会館 入場料：（前売り）一般 1,200 円 高校生以下 800 円 

              （当日）一般 1,500 円 高校生以下 1,000 円 

 

※中津市実施事業の詳細については、チラシ・ポスター・市報・ホームページなどで随時

お知らせをします。 

 

【問合先】           

社会教育課 担当:吉川     

（TEL0979-22-4942 内線 486） 

中山忠彦 国東時間 北村直登 







NPO法人BEPPU PROJECT

 

 

第33回国民文化祭・おおいた2018、第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会の中津市リーディング事

業として、アーティスト髙橋匡太による市民参加型のアートプロジェクトを行います。髙橋匡太は主に光や

映像を使った作品を制作するアーティストで、建築物をまるごとライトアップする大規模なプロジェクトか

ら、一人一人の市民と向き合い協働を通して制作する作品など、国内外で活躍しています。中津市中心市街

地エリアでは、約4,000個のLEDライトを使った新作を発表します。また耶馬渓エリアでは、大自然を舞台

に大規模ライトアップを行います。 

名　称：なかつ水灯り 髙橋匡太によるライティングプロジェクト 

会場および会期： 

　中心市街地エリア　2018年10月6日(土)～11月25日(日)  

　耶馬渓エリア　2018年11月10日(土)～18日(日) 

料　金：無料 

主　催：第33回国民文化祭中津市実行委員会、第18回全国障害者芸術・文化祭中津市実行委員会 

企　画：NPO法人BEPPU PROJECT 

 

 

〈主な活動歴〉 

2010年： ミラノサローネ出展  作品：Prism Liquid 

2011年： “絹糸幻想”　国民文化祭京都2011総合開会式オープニングショウ 芸術監督 
2013年： 愛知トリエンナーレ2013　作品：Glow with City Project 
2014年： 東京駅100周年記念ライトアップ 

〈受賞歴〉 
2005年： グッドデザインアワード2005 環境デザイン部門受賞 
2008年： 京都府文化賞 奨励賞受賞 
2015年： 受賞歴：DSA 日本空間デザイン賞2015 優秀賞受賞 

  / 31

定例記者会見用補足資料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加アーティスト

髙橋 匡太(たかはし きょうた)

グッドデザインアワード2005(環境デザイン部門)をはじめ、2010年京都市芸

術新人賞、日本照明学会照明普賞2017など多数受賞。2010年には世界最大の

デザインイベント「ミラノサローネ」の参加アーティストに選出。2011年には

国民文化祭京都2011の総合開会式オープニングショウ芸術監督を務めるなど、

日本を代表するライトアップアーティスト。

なかつ水灯り2018 
髙橋匡太によるライティティングプロジェクト 

中津市内各所

開催概要



NPO法人BEPPU PROJECT
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丹下健三が設計した国連大学をはじめ、安藤忠雄設計のシティ

ハウス仙川など、著名建築家による建築物のライトアップを多

数手がける。また、東京駅100周年記念や京都二条城400年記

念の際にライトアップ演出を依頼されるなど、歴史的建造物の

ライトアップも行う。

大規模なライトアップだけでなく、市民が参加することで成り

立つプロジェクトも多く実施。都市の中を3,500名で光ととも

に練り歩く「提灯行列　Glow with Cityu Project」や、新潟

県越後妻有で実施している３万個のLEDライトを使った「雪花

火」など。「雪花火」は越後妻有で毎年恒例の行事になってお

り、2017年は5,400名が訪れた。

大規模な建築物のライトアップを実施 

多数の市民とともに作り上げるプロジェクトを多数実施

築城400年記念二条城ライトアップ, 二条城, 京都

道後温泉本館ライトアップ

東京駅100周年記念ライトアップ

過去の作品について

提灯行列　Glow with City Project

ひかりの実越後妻有 雪花火



NPO法人BEPPU PROJECT
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プロジェクトについて

Moon River

中津市の児童が書いた未来の友人宛のボトルメール約4,000個に光を灯し、商店街アーケードに設置しま

す。商店街を流れるような「光の川」は圧巻。来場者もボトルメールを書き、児童が書いたものと交換で

きる参加型の作品です。会期終了後には、どこかの誰かが書いたボトルメールを児童のもとに届けます。

作品展示イメージ

耶馬渓ライトアップ『新・一目八景』(仮)

深耶馬渓の一眼八景から見える景色に様々

な色のライトで、彩りを加えます。地域の

方がとともに奇岩にまつわる物語を作り上

げ、大自然を舞台にした、大規模なライト

アップを紅葉の時期、期間限定で行います。

展示のイメージ

小学校ワークショップの様子

展示のイメージ



（別紙②） 

 

障がい者アート作品展（障害者芸術・文化祭事業）について 

 

○障がい者アート作品展（10/6～11/25、小幡記念図書館） 

 中津市を含む周防灘地域を中心に、障がいのある方の制作したアート作品を公募・展

示する作品展です。水・川・森・山・自然など、地域のゾーンテーマである「水の森」

をイメージさせるような作品と自由テーマの作品を募集し、文化祭の期間中、小幡記念

図書館で展示します。 

 作品展初日には、同会場で障がい者によるミニ音楽会も企画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～関連イベント～ 

○「原野彰子」絵手紙展（10/15～10/26、市役所１階市民ホール） 

 中津市出身で、別府市を中心に活動している絵手紙作家の原野彰子氏と生徒さんの作

成した絵手紙を市役所１階市民ホールに展示します。 

 原野氏は幼い頃に脳性小児麻痺を患い、車いす生活ながら、自ら車を運転し、県内各

地で絵手紙を教えている活動的な方です。 

 

○中津市障がい者ふれあいコンサート（10/24 13：30～、教育福祉センター） 

 市内の障がい者の方々による演奏や合唱、手品などを予定。特別ゲストとして熊本を

中心に活動している寝たきりのお笑い芸人あそどっぐ氏によるお笑いライブなどもあ

ります。 

 

○映画鑑賞（10/27 13：00～、教育福祉センター） 

 鹿児島の知的障がい者施設しょうぶ学園の日常を描いたドキュメンタリー「幸福は

日々の中に。」を上映。入場無料。 

 

【問合先】           

   社会福祉課 担当:黒川        

（TEL0979-22-1111 内線 296） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経歴】 

1968年 大分県中津市に生まれる 

1972年 脳性小児麻痺による体幹機能障害 

1983年 つくし園通園     

1989年 別府農協リハビリテーションセンター入所 

1990年 車いす生活ながら自動車運転免許取得 

1998年 絵手紙に出会う 

1999年 絵手紙の創始者：小池邦夫先生と出会う 

2000年 一日一枚、小池先生へ送る絵手紙スタート 

2001年 初個展、『小池先生へ送った３６５日の絵手 

紙展』開催 

2004年 日本絵手紙協会認定講師免許取得 

2005年 別府農協リハビリテーションセンター退所 

       別府市内で自立生活開始 

2005年 元気のでるアート！活動開始 

2016年 大分合同新聞『わくわくほのぼの絵手紙』 

選考委員 

幼い頃に脳性小児麻痺を患い、体幹機能

障害で車いす生活となるが、自動車運転免許

を取得し、自ら車を運転するなど活動的に行

動されています。 

現在、絵手紙教室や大分県地域福祉推進

室主催のユニバーサルデザイン出前授業外

部講師として活躍されており、これまでに個展

や障がいのある仲間との『元気のでるアート！』

で作品の発表をするなど活躍しております。 

 

開催期間：１０月１５日(月)～１０月２６日(金) （中津市役所 1階 市民ホール） 

～「障がい者アート作品展」関連イベント～ 





日　時：平成30年10月27日（土）１３：００開演（１２：３０開場）
場　所：中津市教育福祉センター　多目的ホール
主催・問合せ：中津市障がい者等基幹相談支援センター、中津市社会福祉課
電話０９７９－２６－１５５５　FAX０９７９－２６－１５５６
「第33回国民文化祭・おおいた2018」「第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」応援事業

無　料


